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鶴ヶ島市農業委員会だより 

１ 収入保険は米、野菜、果樹、花、たばこ、茶、しいたけ、はちみつなど、農産物ならどんな品目 

    でも対象になります。 

  （経営安定特別対策事業等により補てんされる肉用牛・肉用子牛、肉豚及び鶏卵は対象外です。） 

２ 自然災害だけでなく、価格低下やけが、病気などによる収入の減少も補償の対象となります。 

３ 収入保険に加入するために必 

 要な青色申告は、簡易な方式で 

 よく、１年以上の実績があれば 

 加入可能です。 

４「掛捨て保険方式」と「掛捨て 

 とならない積立方式」の組み合 

 わせで補填します。補償限度、 

 積立方式の補償幅及び支払率は 

 農業者が自由にお選びいただけ 

 ます。 

５ 保険料の掛金率は約１％程度、積立金は２５％です。（別途事務費がかかります） 

加入条件や詳しいことは、お近くの埼玉県農業共済組合にお問い合わせください。 

〇本所 048‐645-2141 
  Mail honsyo@nosai-saitama.jp 
〇中部統括支所（川越）049-235-3711  

「全国農業新聞 」 のご購読を 
 

 農業新聞は一般紙やテレビ等では報道されない、農業関連の情報が盛りだくさんです。 
 

 ・毎週金曜日発行、購読料は７００円／月です。 

< 農業者年金に加入しましょう > 
 

  農業者年金は、 
 

    ・ 少子高齢化時代に強い積立方式 

    ・ 保険料は自由に決められ８０歳まで保証付き 

    ・ 保険料は所得税の社会保険料控除の対象 

収入保険 が 今年 から 始まりました！！ 

※ 発行元  鶴ヶ島市農業委員会事務局 ℡ 271-1111（市役所代表） 内線 223 

11月 の つるがしま産 農産物 

 ・にんじん     ・ビオラ    

 ・トマト      ・さつまいも  

 ・竹の子いも    ・大豆     

 ・ブロッコリー   ・大根     

 ・キュウイフルーツ ・赤かぶ   

 ・お茶       ・ミニ白菜 

 ・狭山茶ようかん  ・キャベツ 

 ・ネギ       ・かぶ など 

  ・里いも 

  ・長いも 

  ・きくいも 

会場では、「女子栄養大学」による 

豚汁コーナーも設けられました。 

豚汁は、 朝市 で つるがしま産 の 農産物 

を購入された方に、ご試食いただきました！！ 

災害被災時での、国の支援の今後の動向は・・・・ 

 ・収入保険、任意共済特約、農作物共済など、被災による収入減 

  に対する自衛策を講じていない場合には、国の支援が受けられ   

  なくなる可能性があります. 

ー１－ ー４－ 

12月は 

 何がでるかな～？ 

次回は 



鶴ヶ島での 『農地中間管理事業』 ≪特集≫ 

農業交流センター 

鶴ヶ島中学校 

『農地中間管理事業』ってなに？ 

  分散化している農地を借り受けて管理し、活力ある担い手への 

  貸し付けを行うことで、農業の生産力の向上を目標とする事業です。 

『農地中間管理事業』になれるのは誰？ 

  埼玉県では、『公益財団法人埼玉県農林公社』が埼玉県知事から 

  平成26年にその指定を受けています。 

『農地中間管理事業』は、貸主にメリットはあるの？ 

  この事業を活用した時には、貸主に次のような利点があります。 

    ① 長期的な契約が可能であり、安定した契約が結べる。 

    ② 契約期間中には、貸主が農地の管理を行う必要がない。 

『農地中間管理事業』って、誰でも活用できるの？ 

  農地中間管理事業は、農地を集約化することで効率的な 

  農業を行い、生産力の向上を目的としています。 

   したがって、ある程度の規模（概ね２～３ha）となるように、 

  土地所有者さんがまとまることが「キーポイント」になります。 

今回の『農地中間管理事業』の概要 

  ① 対象地の概要  ：大字高倉地内（高倉土地改良区内）  

   ② 対象面積   ：30,541㎡ 

    ③ 対象の筆数  ：１７筆 

    ④ 貸付人（地主）の数：１１名（共有者を含みます。） 

   ⑤ 設定期間   ：１０年間（令和１１年９月３０日まで） 

   ⑥ 賃借料等   ：使用貸借契約のため賃借料はない。 

   ⑦ 耕作者   ：株式会社いるま野アグリ（富士見市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R元年11月25～26日 
 

大型トラクターで種蒔きと 

同時に肥料も散布。 

2日間で3ha、全て完了！！ 
 

農地の集約化が図れると 

効率的ですね！！ 

 

問合せ・相談先 
 

市役所 産業振興課 農政担当 

２７１－１１１１ 内線：２３４ 
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